
「令和７年度地域住⺠座談会」実施報告

１ 実施概要
「地域住⺠座談会〜地域住⺠への地域福祉総合計画、こども計画、

地域福祉活動計画概要説明および地域住⺠による意⾒交換会〜」
２ 実施日時、開催場所、参加人数等

開催日時 開催場所 参加人数 委員

１
9/30（火）
14〜16 時

沢井市⺠センター（多⽬的
室）

12 名
杉⽥副会⻑
金井委員

２
10/16（木
14〜16 時

⼤⾨市⺠センター（第３会
議室）

11 名
⼭下会⻑
栗原委員

３
10/21（火）
14〜16 時

東⻘梅市⺠センター（第 1
会議室）

18 名
宮口委員
土岐委員
中村委員

４
10/30（木）
14〜16 時

成木市⺠センター（第１研
修室）

11 名
江成委員
木村委員

５
11/1（土）
14〜16 時
【土曜開催】

河辺市⺠センター（第２・３
会議室）

15 名
杉⽥副会⻑
林委員

6
11/5（水）
18〜20 時
【夜間開催】

新町市⺠センター（第１・
２会議室）

8 名
⼭下会⻑
三ツ木委員
島⽥委員

合 計 75 名
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資料④



３ 実施プログラム

※夜間開催時は上記から２時間後の時間
※1 視聴動画 https://www.youtube.com/watch?v=BQFeg3uOAEg

４ 地域住⺠座談会での主なご意⾒等
参加者へのアンケートにて回答が得られた主なご意⾒等は以下のと

おり。

（1） 計画計画の概要説明について感想（要旨）
・計画の内容が分量が多く、細かく策定されており感心をした。
・市の考えている方向について、⼤まかではあるが理解した。
・立派な計画ではあるが、どのように実施していくかが重要
・自治会の加入率を上げるためにどうするべきかが課題。
・一度ではなかなか理解し切れない。
・地域共⽣社会の実現に向けて、もっと多く市⺠に広めてほしい。

時間 項⽬ 担当 備考
1 14:00 開会（あいさつ） コーディネーター
2 14:05 地域の歴史・文化

について
⼭下会⻑もしくは動画視聴
※⼤⾨および新町において
は⼭下会⻑が担当

3 14:10 計画概要説明 市および社協
4 14:20 質疑応答
5 14:25 厚労省動画視聴 ※1 の一部

6 14:35 住⺠意⾒交換会
①「地域の自慢できるところを⾒つけよう」
②「地域でわたしができること」

7 15:35 グループ発表
8 15:45 総評 委員
9 15:50 閉会・あいさつ 委員
10 15:55 アンケート記載
11 16:00 閉会
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・地域福祉計画が各計画の上位計画になることは理解できた。内容は多
岐に渡るので、時間をかけないと理解が難しい。

・これからの時代、⻘梅市⺠にとってやがて来る⾼齢化等の問題に必要
な計画であることがわかった。

・専⾨用語が多く理解するのに時間がかかった。平易な言葉で説明して
ほしかった。

（2） 地域で何かやってみたいことがあれば聞かせください。（要旨）
・道の掃除、声かけを行っていきたい。
・こどもたちのお手伝いをしていきたい。
・地域の防災意識を向上させたい
・ほかの地域活動を参考に、地元の活性化を図りたい。
・地域性をもっと出していきたい。
・ほかの地域と交流していきたい。
・ボランティア活動をやっていきたいので、コーディネートしてもらい
たい。

・余裕が出たら自治会に加入したい。

（3） 全体を通したご意⾒（要旨）
・こどもから障がい者、⾼齢者まで、安心して⽣活できる地域づくりが
今後の⼤きなテーマになる。顔の⾒える関係の中で、個人の繋がりを
深めていくことが必要と実感した。

・孤独死が増えており、それをフォローするシェアハウスなどが必要。
・⺠⽣児童委員、市、地域福祉コーディネーター等でもっと情報交換を
していけばよい。

・中学⽣と地域住⺠が関わりを深める活動が重要であると思う。
・第２層協議体と地域福祉コーディネーターがもっと連携してほしい。
・自治会と第２層協議体、自治会とボランティア団体がもっと連携して
ほしい。

・障がい者が参加しやすいサークルや居場所を作ってほしい。
・市内で行われている地域活動の実践例を広く知らせてほしい。
・⼤人が夢を語りこどもを引っ張って行けるまちを⽬指したい。
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・今後もこのような場を設けて続けていただき、出されたアイデア等を
まとめ、実行できたらいいと思う。

・自治会加入者を増やすには、若い世代に寄り添った運営をしていく必
要がある。

（4） 委員からいただいた総括、ご意⾒（要旨）
・こちらの地域では、既に多様性を認め合って人と人が繋がって支え合
って誰もが安心して暮らしていける人間関係を築いていたり、若い人
が地域でやりたいことを行い、地域を盛り上げていて⼤変関心をした。
既に地域課題に対して、話し合いが持たれているなど、希望を感じるこ
とができた。（沢井地区）

・文化芸術基本法は、1 人 1 人、誰も取り残されず、住んでる地域や環
境に関わらず、全ての人が文化芸術を享受できると定めれているが、
福祉の考えと共通するものがあると感じた。今日顔を合わせて話し合
ったことは非常に⼤事なことであり、人と人を繋いでいくものだと感
じた。（沢井地区）

・以前こちらの地域の心温かい方と協力して地域活動に取り組んだ経験
があり、再びこの地域で話ができたことは何かのご縁であると感じた。
会話をして、今後も地域貢献できるよう努めていきたいと改めて感じ
る機会となった。（⼤⾨地区）

・⻘梅市全地区に地域福祉コーディネーターが配置されており、何かあ
ればすぐに地域福祉コーディネーターに繋げてもらいたい。ぜひ周り
の方にも広めていただきたい。（⼤⾨地区）

・初めて地域の方々と座談会というものに参加させてもらった。意⾒交
換をする中で、各地域でどんな活動を行っているか知ることができ、
⼤変勉強になった。（東⻘梅地区）

・仕事と子育てであまり地域に⽬を向けることができていなかったが、
地域でいろいろなことが行われていること、⻘梅全体でもいろいろな
ことがあることを知ることができ、子どもたちともにこれからもっと
⻘梅に関わっていきたいと思うようになった貴重な経験であった。

・このような意⾒交換会を行っていけば、地域の繋がりが強くなり、自
治会加入率も上がると思われる。各個人や少人数では地域の力は強く
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ならない。集団の力が必要であるので、自治会をもっと⼤事にしてい
ただきたい。今日話した⻘梅のいいところ、悪いところをこれからも
話し合って、課題面も克服するために、このような意⾒交換会をこれ
からもやっていただきたい。（東⻘梅地区）

・災害時の避難所などにおいて、災害が起きていない平時における地域
の関わり方が重要であり、こちらの地域では災害が起きても助け合い
が既に完成されており、モデルケースになるのではないかと感じた。
（成木地区）

・この地域の人柄の良さを実感した。伝統を守りながらも、新しいものも
⽣み出しており、年代を問わず、それぞれの方が活躍していて関心もし
た。多くの自治体に関わっているが、近所の方との関係性との構築の
面など多くのアイデアをいただくことができた。（成木地区）

・こういう話し合いの場は、しつこいぐらいやっていくことが重要であ
り、これからもやっていただきたい。地域共⽣社会というのは、市の
職員ではもはや作ることはできない。皆さんのような方の協力が必要
であるので、広く伝えて広めていければと思う。（河辺地区）

・地域福祉総合計画や地域福祉活動計画では、「みんな」という言葉や「誰
もが」という言葉が使われているが、今日「ごちゃまぜ」ということ
ばを使い、いろいろな人が同じ場所にいっしょにいることがとても⼤
事であるということが共有された。何ができるだろうと考えた時に、
⼤きなことをやろうと思いがちであるが、まずは参加してみるなどシ
ンプルな発想も⼤事であると感じた。普段の日常⽣活の中でシンプル
に繋がりができることもあるという気付きにも至った。（河辺地区）

・人口が多い地区であるが、ほかの地区より参加者が少なく、残念に思
ったが、いろいろな人といろいろな意⾒交換を行うことができ、よい
時間を過ごすことができた。（新町地区）

・⼭下会⻑から歴史の話を聞くことができ、⼤きな収穫となった。また、
ほかの地区に住んでいるが、ほかの地区から⾒たこちらの地区の話を
させてもらうなど、いろいろな意⾒交換ができて有意義な時間であっ
た。（新町地区）

・こどもまんなか社会というが、アセスメントをしっかり行い、こどもた
ちの何が足りないのか、何が得意なのかをよく分析してもらい、そこ
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を伸ばしてあげることが、自信にも繋がって、社会に対して挑む力が⽣
まれ、そんなこどもが育っていけば、⻘梅市も良くなっていくと感じ
た。地域福祉コーディネーターは、いろいろな場に顔を出してもらい、
周りに困っている人と繋がりを作っていくと、いい地域が作っていけ
るのではないかと感じた。（新町地区）
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（5） その他のアンケート結果（参考）

5%

15%

15%

28%

35%

2%
参加者の年齢

30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

60%
28%

12%

地域福祉コーディネーターの存在を知っていましたか

知っていた 知らなかった 名前を聞いたことはあった
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57%

43%

地域福祉コーディネーターが毎⽉各市⺠センターで
福祉相談会を開催していることを知っていましたか？

知っていた 知らなかった

42%

44%

11% 3%
計画の概要説明について内容はいかがでしたか

理解できた 概ね理解できた
あまり理解できなかった 理解できなかった

27%

46%

18%

9%

意見交換会を通して地域を良くしようと思う意識が
変わりましたか？

おおいに変わった 変わった
変わらない 何とも言えない
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